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１．背景・目的 

 配筋検査は，事前の準備から検査後の報告書の作成ま

で，多くの時間と手間を要している．特に，鉄筋径を区

別するマーキングや，鉄筋の間隔を示すスケールスタッ

フの設置など，検査前の準備作業には多くの手間がかか

っており，省力化が強く望まれている．今回，昨年開発

した自動配筋検査システム 1)  について，ハードウェア，

ソフトウェアともに改良し，高精度化・高機能化を図る

とともに，設計値の取り込みから検査報告書の出力まで

を一気通貫で処理できるシステムを開発・実証した（図

－1）． 

２．システム概要 

2.1 ハードウェア 

本システムは，タブレット端末と連動させたステレオ

カメラで検査対象を撮影するだけで，鉄筋の径，間隔，

本数を自動で計測（判別）できる．ハードウェアは，現

場作業員が計測だけでなく運搬もしやすいようデザイン

を工夫している（図－2）．  

2.2．ソフトウェア 

土木現場で用いられる鉄筋径や配筋パターンを模擬的

に組み立て，撮影角度や距離を変えながら基礎的な検証

実験を行った（図－3）．検証結果を基にアルゴリズムを

改良した結果，一定の条件（撮影距離 1～2m，撮影角度 30°

以内等）の下，鉄筋検出・径判別は 100%，鉄筋間隔は 100mm

幅に対して±5mmの精度を実現した（表－1）． 
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図－1 自動配筋検査システム（配筋計測画面） 

図－2 ハードウェア 

表－1 計測精度 

図－3 基礎的な精度検証実験 

計測項目 計測精度

鉄筋検出／径判別 100%

鉄筋間隔 ±5mm（100mm間隔計測時）
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また，写真１枚だけでは撮影しきれない場合にも分割

して撮影した複数枚の写真を融合して計測できる「分割

撮影機能」や，重ね継手長など任意の２点間を計測でき

る「２点間計測機能」を新たに追加した（図－4）．  

測点毎の設計値の取り込みや検査報告書への出力機

能は，市販されている施工管理ツールと連携させること

で実現させた．ただし，他のツールとも連携できるよう

データの相互授受は，汎用的な XML 形式で行える仕組み

としている．検査結果や電子小黒板付きの工事写真は，

予め設定した属性情報に基づき自動的に仕分けされ，出

来形管理及び写真管理ツールに保管される（図－5）．  

３．現場での実証 

 複数の鉄道現場において，配筋図面を基にした検査帳

票の作成から，設計値取り込み，撮影・検査，検査報告

書の出力までを一気通貫で試行・検証した（図－6）．逆

光の際の鉄筋検出に課題が残ったが，撮影する配筋の手

前に足場の筋交いなどがあった場合でも，計測範囲を設

定することで、筋交いを除外し計測すべき鉄筋を正確に

検出して計測できることを確認できた．  

４．システムの効果 

 標準的な鉄道高架橋工事を想定して検査１回あたりの工数を算出し，

従来の配筋検査と比較した．その結果を図－7 に示す．本システム利用

による効果は，準備・計測・検査に要する人数や時間を 1/3に省力化で

きることに加え，計測結果がデータとして記録され検査報告書に自動的

に反映されるため，検査報告書作成時間も 1/4に短縮できる．また，目

視だけでは気づきにくいミスやヒューマンエラーを排除し，確実な配筋

検査を行うことができる． 

５．まとめ 

 本システムは，まずは自主検査へ適用

していく予定であるが，将来的には発注

者による立会検査への活用や，発注者と

施工者双方が検査結果の画像を遠隔で

共有するといった，更なる省力化も視野

に開発を進めるとともに，今後，土木現

場だけでなく建築現場などにも広く適

用されることを目指していく． 
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図－3 分割撮影機能 

図－6 鉄道高架橋工事における実証 

図－5 出来形及び写真管理画面 
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図－4 ２点間計測機能による重ね継手長計測 

２点選択すると距離が表示される 

 

図－7 本システムの利用効果 
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